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コーヒスタン古島弧地域の中央部には、東西に約300km、南北に約40kmにわたる範囲に、

Chilas　complexと呼ばれるハンレイ岩類複合岩体が分布している。このハンレイ岩類につい

ては、すでにRb－Sr法、およびK－Ar法による約，120Maから約70Maまでの年代測定値が

報告されている。ハンレイ岩類は高温のグラニュライト相変成作用を受けているため、これら

の方法による年代値は、岩石の固結年代を示すとは考えにくい。ハンレイ岩類の形成時期

が不明確であるため、コーヒスタン古島弧の形成過程におけるChilas　complexの位置付け

が定まっていない。Chilas　complexのハンレイ岩類には全岩組成で10ppm程度のZrが含ま

れていることがわかっている（Ali1999，岡山大学学位論文）ので、副成分鉱物としてジルコ

ンを含んでいる可能性が高い。ハンレイ岩類からジルコンを分離してU－Pb法年代値を得る

ことができれば、岩石の固結年代を明確にできる。

本年度は、岡山大学固体地球研究センターの設備を用いて、ハンレイ岩からのジルコン

の分離を試みた。試料約10kgを粉砕し、選鉱テーブルとアイソダイナミックセパレータを用

いて、非磁性の重鉱物を分離した。重鉱物を鹿児島に持ち帰り、さらに重液分離を行なって、

比重約3以上の鉱物を回収した。回収した重鉱物を双眼実体顕微鏡下で観察したところ、リ

ン灰石が含まれていることがわかったが、ジルコンは発見できていない。現在、ジルコンの分

離作業を継続中である。
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